
式
市
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一
一

i
一
日
鑓
ロ
一
櫨
歯
周
偏
物
語
河
内
毎
暗
『
同
一
日
賓
局
。
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岡
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困
民
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済
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相
・
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1

・
・
怯
串
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加
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帽
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職

再
び
佐
田
介
石
に
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い
て
!
-
-
'
料
消
却
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組
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刷
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司
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績
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助
大
量
静
大
量
に
つ
い

τ

木

村

喜

白日

動
大
世
静
大
量
と
言
ふ
の
は
、
断
る
ま
で
も
た
〈
大
量
に
つ

い
て
考
へ
ら
乱
た
一
つ
の
介
類
で
あ
る
が
、
と
れ
に
闘
し
て
統

計
曲
申
書
の
奥
へ
る
知
識
は
.
充
分
で
あ
る
k
は
官
へ
在
い
。
阪

忙
大
量
と
言
ふ
概
念
か
ら
し
て
明
瞭
?
た
い
の
で
あ
る
。
と
れ

が
解
説
h
k
依
く
統
計
剛
申
書
さ
へ
あ
る
。
が
、
統
剖
棋
の
研
究
針

曲
部
・
と
し
て
同
時
倫
た
く
認
め
ら
れ
る
大
量
を
ば
、
永
く
股
叫
の
う

ち
に
打
ち
棄
て
置
く
主
百
ム
己
主
は
.
許
さ
る
可
吉
と
と
で
た

い
止
川
品
ふ
。
此
成
に
は
、
抽
閉
じ
て
大
量
止
は
何
を
意
味
す
る
か

の
問
削
は
樹
く
謹
し
措
く
主
し
て
、
別
し
て
動
大
量
静
大
量
に

第
二
十
九
巻

A 

見っ
たい
。て

古t 、
、~Jt

思み

H '''' hゐフ
tLラ
る ス
若ケ
Ct' ;/ 
~)ご

問ル
地i由t
に宥
っす
いるー
て見三
、向'1)i、

然 E
か等
もt.>.
大て

第

抑

量
櫛
念
。
一
側
凶
主
規
は
し
め
る
限
り
に
於
て
、
共
の
所
読
を

侍
へ
る
に
止
め
る
。

己
L

に
副
大
量
静
大
量
』
と
一
一
一
一
国
ム
の
は
、
湖
乙
に
於
け
る
用
語

国
2
8
E問的ロザ国祖国・

回
目
白
町
民
凶

E
E詔
ロ

忙
一
政
世
す
る
。
ヲ
オ

ユノ

マ
ィ
ヤ
ー
に
よ
っ
て
郁
へ
ち
れ

τ以
来
判
〈
川
ひ
ら
れ
る

と
己
る
で
あ
る
。
が
向
己
の
他
動
犬
祉
静
六
社
は
、

4

。asm-

E
S
P
N
E
n自
仕
自
由

3
・
と
か
或
は

P
尋
問
自
由
吊

p
m平

nr
何
回
日
目
ロ
と
恥
で
以
て
も
4

百
ひ
あ
ら
位
さ
れ
る
が

フ
ラ
ス

ケ

Y

ベ
ル
は
か
aa

る
川
詩

ι
つ
い
て
は
開
時
愉
を
唱
へ
た
い
で
、

悦
川
諸
叫
に
従
っ
て
回
雪
。
同

p
-

コ
m
E
E目
F
回目

5
岳

E
2口一主

探
る
。さ

て
と
れ
ま
で
統
計
楼
省
で
は
、
助
犬
蛙
と
一
百
へ
ば
山
生
、

死
亡
、
犯
卵
、
株
式
抑
制
の
設
立
、
破
握
、
貨
物
の
輪
山
入
な

ど
の
様
正
時
間
的
に
前
後
線
起
す
る
事
件
又
は
行
舗
の
檎
仰
で

あ
り
、
静
大
北
と
言
へ
ば
人
口
、
工
業
総
替
、
家
畜
、
住
宅
、

Mass.en. P. Flaskamper， UeIlrag zu einer Theorie der statistischen 
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失
業
た
ど
の
様
に
同
時
に
相
互
併
存
す
る
各
個
事
例
の
拙
館
で

あ
る
。
従
っ
て
勤
犬
量
は
一
定
期
間
(
例
之
大
正
十
川
年
)
内
に

事
件
又
は
行
待
。
あ
る
都
度
、
と
れ
を
機
使
記
録
『
O
H
Z
E
F
ロ骨

J~耳
詰
五
百
自
問
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
捕
捉
す
る
己
と
が
山
来
、

静
大
社
は
一
定
時
日
(
例
之
大
王
十
四
年
十
月
〕
日
午
前
零
時
)

民
於
け
る
人
干
物

t
計
上
自
芭
百
四
す
る
と
と
に
よ
っ
て
捕
捉

す
る
と
・
と
が
出
来
る
も
の
だ
主
言
ム
風
に
通
例
解
説
せ
ら
れ
て

居
る
。
大
量
を
ば
そ
れ
ぞ
れ
斯
様
た
怠
味
を
持
っ
た
動
犬
量
静

大
量
に
分
つ
場
合
、
分
類
模
地
中
た
る
も
の
は
何
物
で
あ
ろ
う

か
。
分
類
に
は
分
類
槙
捕
が
無
け
れ
ば
た
ら
ぬ
己
と
は
倫
明
感

の
教
ム
る
と
と
ろ
で
あ
る
。

プ
ラ
ス
ケ
ン
ベ
ル
は
大
量
を
構
成
す
る
草
位
の
持
縦
性
陀
着

限
し
た
。
そ
し
て
と
の
大
量
単
位
の
持
蹴
性
を
取
り
来
っ
て
大

量
白
八
n
類
楳
増
と
す
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
.
静
大
置
と
言
ム
白

は
.
人
間
中
住
宅
の
様
に
共
の
存
在
に
つ
い
て
時
間
的
延
長
を

持
っ
と
と
ろ
の
鼠
位
よ
り
怠
る
も
の
で
あ
り
‘
動
大
量
と
川
ム

の
は
、
死
亡
や
破
産
白
様
に
、
共
の
存
在
が
瞬
間
的
で
あ
る
車

位
に
よ
っ
て
つ
〈
ら
れ
る
も
四
で
あ
る
。
静
大
量
の
車
位
は
持

雑

動
大
賞
静
大
量
に
ワ
い
て

錐

続
性
を
持
っ
て
居
る
。
そ
れ
だ
か
ら
多
数
車
位
は
同
時
忙
相
互

併
存
す
る
も
の
と
考
へ
る
と
と
が
出
来
、
従
っ
て
一
史
時
日
に

於
て
捕
捉
す
る
と
・
と
が
向
来
る
。
己
れ
に
反
し
て
勤
大
量
の
皐

位
は
持
続
性
が
無
い
。

一
定
時
日
に
於
け
る
閥
単
位
は
大
量
を
構

と
れ
動

犬
設
の
車
位
が
一
定
閉
刷
を
限
っ
て
白
み
捕
促
す
る
と
止
が
川

成
す
る
に
至
ら
な
い
ほ
ど
僅
砂
に
止
ま
る
で
あ
ろ
う
、

来
る
所
以
で
あ
る

止
考
へ
た
。

が
単
位
の
持
縦
性
と
言
っ
た
程
度
の
義
が
あ
る
も
の
を
分
類

模
地
中
主
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
大
量
単
位
陀
つ
い
て

E
れ
位

D
持
輔
明
性
を
持
っ
た
も
の
は
動
大
量
を
構
成
し
、

E
れ
位
の
持

続
性
を
持
た
た
い
も
の
は
静
犬
量
を
構
成
す
る
の
か
、

E
れ
を

定
め
る
の
に
困
難
が
生
じ
左
い
止
も
隙
ら
た
い
。
出
生
左
官
ふ

大
量
に
う
い
て
見
る
の
に
、
草
位
た
る
個
々
の
尚
生
は
時
間
的

に
長
短
定
ま
る
止
と
ろ
が
丘
い
。
陣
痛
に
始
っ
て
後
産
に
至
る

ま
で
数
時
間
乃
至
一
日
の
経
過
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
此
意
味

に
於
て
出
生
は
持
続
性
を
持
つ
も
の
で
あ
り
従
っ
て
静
大
量
を

た
す
と
言
は
・
な
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。
が
然
し
乍
ら
出
生
は
人
口
動

態
統
計
に
確
阿
た
る
地
位
を
占
め
梨
た
っ
て
居
る
。
と
の
己
主

修
二
十
九
巻
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雑

錐

動
大
情
静
大
訴
に
つ
い
て

を
ど
う
解
す
る
か
。
誠
に
山
生
な
る
現
象
は
数
時
間
乃
至
一
日

の
短
長
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
胎
児
が
母
憾
よ
り
向
て
此

の
世
の
光
を
見
る
の
は
瞬
間
で
あ
り
、
然
か
も
山
生
白
出
生
た

る
所
以
の
も
の
は
胎
児
が
母
惚
よ
り
山
て
此
の
世
の
光
一
世
見
る

』
と
ろ
陀
あ
る
の
だ
か
ら
、
出
生
同
瞬
間
的
持
紋
性
の
も
の
と

考
へ
て
φ
し
も
差
支
た
い
。
か
〈
解
し
て
の
み
出
生
は
動
大
量

に
教
へ
得
ら
れ
る
と
在
与
な
る
の
で
あ
る
。
斯
様
な
単
位
の
持

続
性
に
つ
い
て
起
る
可
き
問
題
に
つ
い
て
フ
ラ
ス
ケ
ン
ベ
ル
も

時
間
め
考
慮
を
悌
ム
ー
と
己
ろ
が
あ
り
、
動
犬
畳
一
の
隅
位
は
時
間
的

に
瞬
間
的
・
な
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
、
瞬
間
的
占
考
へ
ら

れ
た
性
質
を
持
つ
も
白
で
あ
る
か
、
で
あ
る
と
殊
更
注
志
す
る

と
と
る
が
あ
る
の
で
あ
る
。

右
の
通
り
ア
ラ
ス
ケ
ン
ペ
ル
に
よ
る
と
静
大
量
と
言
ム
白
は

共
の
存
在
に
つ
い
て
時
間
的
延
長
あ
る
単
位
よ
り
な
る
も
白
で

あ
り
、
動
大
量
と
一
冨
ム
の
は
瞬
間
的
危
存
在
性
し
か
持
た
な
い

単
位
よ
り
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
此
意
味
に
於
て
、

静
大
量
動
大
量
は
、
生
硬
で
は
あ
る
が
持
縦
性
あ
る
翠
位
よ
り

た
る
大
量
、
持
続
性
を
持
た
た
い
草
位
よ
bJ
去
る
犬
量
主
呼
び

第
ニ
十
九
巻

四
O 
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代
へ
ら
れ
る
方
、
大
量
の
相
違
を
訣
り
無
く
停
へ
る
も
の
で
あ

る
ま
い
か
と
思
ム
。
人
は
静
大
量
と
言
ふ
と
き
大
量
の
静
態
止

考
へ
恒
同
不
製
の
も
の
た
る
が
如
く
解
し
易
い
が
、
都
市
人
口

と
畳
一
ロ
ム
静
大
量
も
時
の
系
列
に
於
て
示
さ
れ
る
場
合
に
於
で

は
、
膨
張
な
る
愛
民
傾
向
が
あ
ら
は
れ
る
の
で
あ
る
。
又
動
大

量
と
言
ふ
と
き
大
量
の
動
態
主
解
し
磁
動
不
定
の
も
の
・
と
考
へ

る
が
、
犯
却
な
る
動
大
量
は
「
蹄
〈
可
昔
規
則
正
し
さ
を
以
て

年
々
支
出
せ
ら
れ
る
抽
出
算
が
あ
る
、
そ
れ
は
監
獄
、
徒
刑
場
、

断
踊
台
の
そ
れ
で
あ
る
」
と
言
は
れ
る
位
、
安
京
性
が
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

唯
、
持
続
性
あ
る
車
位
よ
り
な
る
大
量
と
か
持
続
性
の
無
い

車
位
よ
り
な
る
大
量
と
か
言
っ
た
場
合
、
漣
統
的
左
大
量
、
連

続
的
な
ら
ざ
る
大
量
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
混
同
せ
ら
れ
ん
と
も

限
ら
な
い
。

連
協
同
的
な
大
量
、
連
捜
的
な
ら
ざ
る
大
量
と
言
ふ
の
は

プ
ラ
ス
ケ
ン
ベ
ル
が

r
o
ロゴロロ一耳
-
5
r
o
宮
古
田
3

・
内
同
日
早
。
五
百
干

同
市
ユ
聞
の
}
戸
内
宮
出
耳
目

在
呼
ん
だ
主
己
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

般



肥
大
量
と
一
育
ふ
と
き
、
と
れ
が
構
成
事
索
た
る
躍
位
が
あ
り
此

の
・
大
量
車
位
な
る
も
の
は
、
家
屋
、
経
営
、
死
亡
、
婚
姻
左

E

の
様
巨
相
互
医
別
し
得
ら
れ
る
別
筒
の
存
夜
た
る
も
の
で
あ
る

主
解
せ
ら
れ
て
居
る
。
別
箇
の
存
在
で
あ
る
か

ι一
々
敷
へ
上

げ
る
と
と
が
町
小
娘
、
従
っ
て
此
意
味
陀
於
て
大
骨
単
位
は
計
上

車
位
で
あ
る
占
言
ム
己
主
が
出
来
る
o
が
フ
ラ
ス
ケ
ン
ベ
ル
は

大
量
が
必
中
し
も
か
a
L

品
計
上
凱
位
に
よ
っ
て
の
み
踏
成
サ
ら

れ
る
も
の
で
な
い
と
場
へ
た
む
で
あ
る
。
と
れ
が
た
め
例
主
場

げ
て
我
々
の
注
意
を
促
す
止
と
ん
が
あ
る
。

先
づ
鎖
、
出

k
言
ふ
大
量
と
れ
に
つ
い
て
図
有
私
設
、
車
線

笹
川
蹴
た
ど
の
諸
閥
係
が
統
計
的
に
捕
捉
せ
ら
れ
る
が
、
計
上
皐

位
止
み
な
さ
れ
る
も
の
が
無
い
。
鍛
道
は
車
な
る
延
長
に
過
ぎ

た
い
の
で
あ
る
。
岡
省
主
一
吉
ム
大
量
。
と
れ
は
所
開
物
的
方
法

に
よ
っ
て
調
査
せ
ら
れ
る
場
合
、
士
地
、
建
物
、
河
川
港
糖
、

原
料
製
法
品
た

E
各
種
財
産
に
つ
い
て
共
の
金
額
が
合
計
せ
ら

れ
る
。
然
る
止
昔
、
土
地
止
か
建
物
止
か
犬
量
車
位
た
る
如
〈

一
躍
考
へ
ら
れ
る
。
が
全
然
性
質
の
惑
っ
た
各
種
財
産
科
目
を

国
宮
た
る
犬
量
の
計
上
軍
位
'
と
見
た
す
と
止
は
論
理
上
許
苫
れ

難

鍛

動
大
量
静
大
設
に
O

V

て

難
い
。
電
気
と
言
ふ
大
量
る
と
れ
に
も
単
位
が
見
出
さ
れ
な

い
。
電
無
は
ェ
、
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
流
れ
で
も
あ
る
白
で
あ

る。

一
一
岡
両
績
は
地
担
的
意
味
を
持
つ
の
で
伝
ど
人
口
密
度
の

算
出

ι依
〈
己
主
の
出
来
無
い
大
量
で
あ
る
が
、
己
L
に
も
叉

商
積
は
繍
が
り
で
あ
る
。

計
上
皐
位
は
な
い
、

右
に
一
市
さ
れ
た
大
量
に
つ
い
で
見
る
場
合
、
い
づ
れ
も
元
来

一
つ
一
つ
個
々
的
K
撒
へ
る
と
と
の
州
凍
古
い
ヰ
制
的
一
段
川
口
質

を
持
う
て
居
る
c

そ
し
て
、
国
占
か
哩
・
と
か
各
師
度
量
衡
!
の

躍
位
虻
よ
っ
て
測
定
せ
ら
れ
て
居
る
。
と
れ
フ
ラ
ス
ケ
ン
ベ
ル

が
凶
官
、
帥
門
司
電
気
、
回
積
'
と
言
っ
た
租
類
陀
劃
し
て
連
続

的
危
犬
量
主
呼
ん
だ
所
以
で
あ
る
。
此
楯
大
量
が
統
計
皐
に
於

て
取
扱
は
れ
る
大
量
の
う
ち
可
成
り
の
部
分
を
占
め
て
居
る
も

の
・
な
る
己
主
は
統
計
年
鑑
式
書
物
を
手
に
す
る
者
白
容
易
に
理

解
し
得
る
・
と
と
る
で
あ
る
。
己
の
連
観
的
左
大
量
に
劃
す
る
も

白
は
、
家
屋
、
経
営
、
死
亡
、
破
産
止
言
っ
た
相
互
別
箇
の
存

在
'
と
し
て
一
々
計
へ
上
げ
ら
れ
る
草
作
よ
り
た
る
と
と
ろ
の
、

連
続
的
た
ら
ざ
る
大
量
で
あ
る
。

と
れ
に
よ
ヲ
て
明
か
左
様
に
フ
ラ
ス
ケ
ン
ベ
ル
に
よ
る
止

第
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棒、

動
大
賞
静
大
批
に
つ
い
て

鍬

連
続
的
左
大
輩
、
連
総
的
な
ら
ざ
る
大
量
生
育
ふ
の
は
、
大
量
の

辿
耐
性
主
分
抑
制
制
同
州
中
と
し
た
胤
別
で
あ
る
。
然
る
に
持
続
的
な

車
位
よ
り
な
る
大
量
、
持
続
川
な
ら
ざ
る
開
単
位
よ
り
た
る
大
昔
、

換
卦
一
目
す
れ
ば
静
大
量
動
大
量
は
、
大
量
単
位
の
持
続
性
を
分
類

棋
準
と

ιた
阪
別
で
あ
る
。
此
り
分
類
占
彼
の
介
類
唱
と
は
混
同

せ
ら
れ
る
余
地
が
無
い
と
言
は
・
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
静

大
量
一
に
山
地
縦
的
な
も
の
と
辿
般
的
な
ら
ざ
る
も
の
と
あ
り
、
動

大
祉
に
も
連
続
的
た
も
の
と
連
統
的
た
ら
ざ
る
も
の
・
と
が
あ
る

と
言
ム
己
主
が
山
来
る
。
連
続
的
な
ら
ざ
る
静
犬
誼
と
は
、
人

目
、
結
晶
画
、
同
訓
罷
業
な
ど
同
時
併
存
す
る
も
の
止
考
へ
ら
れ
る

と
共
に
一
つ
一
つ
別
館
の
存
在
'
と
し
て
計
上
せ
ら
れ
る
大
量
で

あ
る
。
又
辿
続
的
な
る
静
大
量
と
は
、
錨
逝
、
閣
官
な
ど
同
時
併

存
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
、
種
々
の
度
同
軍
備
単
位
に
よ
っ
て
測

定
せ
ら
れ
る
大
量
で
あ
る
。
叉
連
続
的
な
ら
ざ
る
副
大
量
止
は
、

川
生
、
死
亡
に
よ
っ
て
最
も
良
く
代
表
せ
ら
れ
る
大
量
で
あ
っ

て
、
前
後
織
起
す
る
現
品
端
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
簡
の
存
在

と
し
て
一
々
計
上
せ
れ
ら
る
も
の
で
あ
る
。
漣
観
的
な
動
犬
量

ル
』
は
、
職
出
入
撤
量
及
償
額
、
生
産
敷
量
及
償
額
、
園
民
所
得

第
二
十
九
巻
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回

な
ど
前
後
繊
越
す
る
現
象
で
あ
る
占
共
に
庇
量
術
上
各
種
車
位

に
よ
っ
て
測
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

と
と
は
停
へ
来
っ
た

フ
ラ
λ

ケ
ン
ベ
ル
の
所
設
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
ろ
う
主
思
ふ
。

四

励
大
量
静
大
量
は
」
主
連
倒
的
左
大
吐
、
辿
縦
的
な
ら
ざ
る

大
量
と
判
明
に
匝
別
し
得
ら
れ
る
占
共
に
、
他
方
持
続
性
の
無

い
単
位
よ
り
な
る
大
量
勺
持
続
性
主
持
つ
車
位
よ
り
な
る
大
量

・
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
明
噺
に
分
類
し
得
ら
れ
る
も
の
な
る
と
と
を

刊
コ
こ

t
、

全
て

T
、古

フ
ラ
ス
ケ
ン
ベ
ル
は
動
大
量
静
大
島
の
混
合
よ
り

な
る
一
一
加
の
大
量
形
式
が
存
す
る
と
と
を
指
摘
し
た
。
言
、
山
・
と

と
る
の
混
合
形
式
と
は
、
例
之
、
あ
る
病
院
の
納
入
院
忠
者
と
言

ム
大
量
で
あ
る
。
此
白
種
の
大
量
は
年
の
始
め
と
か
月
の
終
り

と
か
一
定
時
日
に
於
で
観
袋
せ
ら
れ
る
の
み
た

ι守
、
あ
る
年

あ
る
月
と
か
一
定
期
聞
を
限
っ
て
も
槻
察
せ
ら
れ
る
。
此
の
場

d色、
ロ

一
定
時
日
に
於
け
る
綿
入
院
忠
者
は
疑
も
無
く
静
大
量
を

な
す
が
一
定
期
闘
に
限
っ
た
糟
入
院
忠
者
は
簡
翠
に
動
大
量
で

あ
る
主
一
言
ひ
放
っ
て
仕
舞
ム
と
と
が
出
来
た
い
事
情
が
あ
る
。

何
故
た
ら
一
定
期
間
を
限
っ
て
翻
察
せ
ら
れ
た
拙
入
院
患
者



は、

E
れ
を
仔
側
に
吟
味
す
る
と
き
首
枝
川
川
の
最
初
に
腕
務

せ
ら
れ
た
忠
有
の
大
抗
在
市
訪
問
川
K
'油
に
入
院
し
た
也
者
の

大
祉
と
に
分
ち
何
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が

と
の
う
ち
前
の
も

の
は
削
大
町
一
で
あ
り
後
の
も
の
は
助
犬
闘
で
あ
る
o

従
っ
て
一

定
川
川
を
川
町
っ
た
納
入
院
也
者
の
大
祉
は
助
犬
坑
都
大
祉
の
附

者
主
包
含
す
る
も
の
と
地
倣
さ
な
け
札
ば
な
ら
な
い
。

-
3
〉

一

'

6

蹴
合
制
式
で
あ
る
在
百
ム
白
で

b
る
。
同
械
の
ζ

止
は
在
刷
川
外

附
人
、
求
職
者
』
一
一
百
ふ
犬
訓
に
つ
い

τも
一
一
日
以
仰
る
と
と
ろ
で

あ
る
。
但
千
均
入
院
山
品
者
・
と
官
ふ
大
担
は
則
大
坑
師
大
批
よ
り

た
る
似
合
形
式
で
在
い
己
主
計
立
を
嬰
す
る
。
平
均
入
院
血
者

な
る
大
却
は
多
撒
的
帥
大
却
の
み
か
ら
た
る
も
の
で
あ
っ
て
、

拙
入
院
山
品
者
た
る
大
甘
一
・
と
は
魁
を
刷
刊

ιす
る
も
の
で
あ
る
、
・
と

フ
一
フ
ス
ケ
ン
ベ
ル
は
場
へ
る
の
で
あ
る
。


